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講 演 要 旨

第　1　 日 午　前　 の 　郡

、

o

　1． 高單位卵胞 ＊ ル 毛 ン ， エ ス トラヂ ン ベ ンツ

ア ー F浮游液に依 る妊娠，分娩 ， 産祷に對す る 影響

　　　　　　 、　　 （大阪囘生） 的埜 中 ， 池 田嵩

儲 は 本 年 4 月縄創 二於て高單位卵胞 ホ ・V モ ソ 製卿1エ

X ト ラ rドy ・ベ ン
1
ツ ア ”ト響游液 に 依 る 機能 性 子宮 出血

の 治療に就 ゼ て，ヌ該 ホ に 依 る 早期妊娠診 断 法 に 就 い て

11月 3 日迸 畿東海連合地方部會 に於 て 其 の 成績を發表 し

†こ．今囘は （1）妊娠刧期 に 於 け る ＊ 　 ；v モ ソ 性 人 工 流 産

（2 ）流産の 防 止（3 ）陣痛促進 及 び （4 ）産褥 子宮 の 復故状

況」 ：就 い て覿察 しf：va果 を 報 cetfん と す．帥 ち，（1 ）エ 5

・・v10m9 を使用 し豫定月經 の 遲延 ぜ る揚合 上 記 ホ に 依 ろ

妊娠診 斷 法 に 佞 り月經發來 rtざ ろ妊 娠確實な る もの に應

用 し 1 例 は 全量21萬，注 射開始 後15H 目に 完全流産 を惹

起 しす二．（2 ）流産防止 に就 い ℃ よ 1mg を注射 し腹痛 及 び

出血 の 停止 rf　E 例 もあ る が 却 っ て 促進 ぜ る場合あ り，之

1：ssして は 高單位 黄體 ボ の 應用 と伽 觀察 中であ る・（3）

人工分娩時又 は 正 規分娩第 1期第 2期 に於 て微弱陣痛 に

エ 1mg 皮 下 叉 は 筋肉内 注射 1：｛“ v陣痛増強 す ろ もア ト

昌 y の 如 き強力 な ろ促進作用 を認 めす．（4 ）産褥復故作

用 に就 い て は既に前囘人工 妊娠 中羅後 の 出血 t：蜀 t
−C效

果あ る を述べ れ が 正 規 分娩 後 の 産襷 子 宮 t：mo．用 d る に 1

−“3mg を 毎 日上 膊皮 下 t：注 射 す る に 子宮出血 の 減 少速

に して早きは 第 3 日に於 て著 しき減少叉 は止血す る者 あ

り，徇本弼 に 依 る乳汁分泌 の 著 し き抑制 を見す．

　 2． 子宮並に肝臓 の性＊ ル モ ンに 對す る諸作用

　　　　に就て

　　　　　　　　　　　　　　 r朿 大 ） 堀 口　正 晴

　 緒言 性 ホ 7V モ ン の 體内處理 に關 し，肝 臟が主役 を演

す る事 が 近 來證 明 され つ ・ あ る．余等1ま in　vitr ・ 1二於 て

子宮並 に 肝臟が エ ス ト・ ン 並 1：＝ ス ト ラ ヂ オ ー・・vl ：SSし

如何な ろ 作用 を呈 す る か を 逍究 申 であ ろ．

　 實驗方法 雌
・
性幼若 ラ ツ テ で 體重約 3D瓦 奉呈度 の もの を

檢定用 動 物 と す る．ラ ツ テ 叉 は 家兎生 盟 よ り得 t二各組織

　を系翼挫 して pH 　7．4燐酸鹽緩衝液力ロ リ ソ ゲ ル／氏液 とミ昆禾口

攪re・L つ ・ 1 時間攝氏37° − 39°
で培養 し・攝氏O°− 5° 1：

冷藏 して試驗液 と す る．試驗液 0．5cc宛朝夕各 1 囘 3 日

間注射 し，初囘注射 よ り72〜74時 間後 に屠 殺 して 子宮重

量を測定 し， 試驗液 の 發 情力 を 定量す る．

　成績1 濃 度 0．1γ
エ ス F ロ ソ 子宮培養液 の 注 射 て は 子

宮重量51皿 9 と な り，u ・1γ純 エ ス ト ・ ソ 液 注 身ゆ 26mg

と比 較 すれば著 明 な増強 で あ ろ．然 るに 子宮内膜を除去

しナこ子宮組織，叉 は 子宮 を豫 め煮沸 して か ら培養 し7こ液

で は それ ぞれ26mg，24mg で a）つ て・孰温 増強 力鰓 め

られ な い 。帥ち 子 宮 の エ ス ト ロ ン 増強作用 は子宮内膜に

存 し， 叉其作規は 熟に不 安定 な物 質郭ち酵素を推定 也 し

め ろ． エ ス ト ラ ヂ か ル 鯲 て は，0・1γ子宮培養液で65

mg で獨照 の 純 エ ス ト ラ ヂ オ ール 液 の 71mg に比 し・ 増掻

を 認 め ない ．皀防 ケ ト ソ tこる エ ス FP ン は 子宮内 踟 ；依

っ て 増強 され ろ が，OH を有す ろ エ ス ト ラ ヂ オ ーPtで は

増強 を認 めない ．此 處 に 子 宮 内 膜 の 邇元 酵 紫系 が推定 さ

れ る．

　 2 ． 0．3Tエ ス ト ロ ソ 液では 子宮重量 291ngで あ る が ，肝

麟 養液では 23mg で無Pt置 ラ ツ テ子 宮重量 23mgt こ等 し

い ．皀防 肝臓の xxFn ン 破壞 が 顳著 1；認 め られ ろ・然

るに 煮沸 け こ肝 臓に依 ろ培養液で は 29mg であっ て 破壌

が 認 め られない ．工 計 ラ
sf ・t − ・・ 1襯 て も全 く同樣で

あ ろ．即 ち 肝臓 の 不 活 化 作 用 は 矢張 り熱 に不安定な酵素

系 に 依 る もの で あ ろ と推定 され ろ．酵素系 に 依 ろ證 明 と

して 酸ft酵素の 補酵素 tこる 呂 ・ チ ン ア ミ ドを｛嫺 す る と

破壊 は更に 著明 と な る．卻ち O・5r エ ス ト ロ ソ 1：itき子宮

重量比 較 を行 5に， 2％ ＝コ チ ソ ア ミ ド肝臟培養液では

23mg ， 肝 臟 の み の 培養液 で は 65・mg ・ nF臟 i：肝臓煮沸液

上清 を加 え t・培養液 で は 32mg ・ エ ス ト ・ ソ 液 K
’
は 70mg

で あ ろ．皀防 不瀧 作用 は 2 ％ 島 ・ チ ン ア ・ ド加｝at：於

て 最 も強 く， 肝騰 沸 上清 加 液 が 之歐 ぎ ・ 肝臓の み の 場

合 が最 嵶 ゼ ．エ ス ト ラ ヂ オ ー・vg 全 く同楼で あ ろ・慶防

肝臓の 不 活牝作用 は酸化 酵素 ， 而 もか な り不 安 定 な酵素

に依 る もの で，薺酵素に 依 り作用 の 減弱 を防 ぐ事 が 出來

　る．伺酸牝酵素系 であ ろ こ と の 他 の 證 明 と し て ，酸化酵素

　阻ユL毒アニる青酉凌曹逹 を 反應系 1：カnえ る と 0・3γ エ x ト ロ ン
t

青化 肝 培養液で は 35mg を示 し， 純液 の 29mg に 比 し不 活
r

e は認 め られ
’r，・rxつ て羅 作肺 ・認 め られ ・ 雌 剛 懸

の 酵素 系 に は ， 醐 七酵素系 及 び エ ス ト ・ ン を エ ス ト ヲ ヂ
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オ ー

ル に 選元 す る還 元 酵素系 の 兩 酵素系 が 推定 され ろ．

　　追加　性ホ ル モ ン と肝臓 と の關係につ い て

　　（エ チ ニ 冖ル ・ エ ス ト ラ ヂ オ ール 及 び ヱ チ ニ ール 。

プ ス ト ス テ ロ ン に封 す る肝臓の 態度 ）

　　　　　　　　　　　　（調：戸 ・甲南）　織田 　　明

　　余 は 第 2 囘総會 に於 て 卵胞 ホ （r ス Fn 　／
’　，ヘキ セ ス

’b　P ”　・v ），黄 體 ホ （プ ・ ゲ ス テ ・ ン ）， 男働 （テ ス トス

ア ゜ ン
，

メ チ 翻
・
レ テ ス ト ス テ ・ ソ ） t：・￥tす るve臓 O 不 活

牝作用 に つ い て 發表 しt：が ，最近經 ロ投與 の 效果大な リ

・と云 わ れ
｝
（い る ＝ チ ー

・唯 ぜ ろ卵胞 ホ （エ チ ニ ー
）V

＝ ス トラ ヂ t −
・り 並 に 黄體 ホ （エ チ ニ ー

，げ ス ト ス テ

・tr ン ）に つ い て 前囘 に 引績き實驗 を試み アこ．印 ち エ ・X

の ペ レ ツ ト （0−5〜L3mg ）を去勢成熟雌 性白鼠 の 脾内1こ

醜 こ 燬 腟脂翫 蓮續觀察 し，嚇 1：棺 重 量 を 計 り
，

5（「 ’テ の ぺ ・ ツ ト （約 10mg ）を成熟雌性家兎 の 脾 内 に

纏 植 し， 子 宮 内 膜 f）樹枝駅變 化等 を觀察 して 次 の 如 き結

言侖を得た．

　
1） エ ・エ ・ぺ ・ ツ 慟 黝 珊 吸糧 1ま脾 内35．7r

，

皮 下 3L2 γで 略 it伺 程 度 であつ t；．

　
2）　

エ ・エ を皮 下 に 移植 すれば その 效果 は 直に發現 し，
發情状態 を持續 す る．
3） エ ・エ を脾 内 に移概 ア・HS・t・・ x 　P ・ y ・）・ee合 と

異 リ， 數 日後 よ り發情状態 を持 續 して，兩 者 の 間 に著差
を 認 め な い ．

4） 然 し 棺 蝿 は 嬾 に 比 し脾 内 黼 例 は 約 2 倍
大 ， 皮 下 移植例は 約 14倍 大 に 肥 大 し爾 者閻 に差 異 を認 め
7；．

5） 肚 よ 1； ＝ ・x
・ 脾 勝 植跛 下飜 1・比 し嫩

程 度 に 差 が あ ろ に よ リ肝 臟 で一
部不 鴻牝 ぜ られ ろが，共

t：mfpt作用 を表 S か 6 ＝ ス ト ・ ソ 1・比 Lて 肝 1：對t 、7。 、as
航 力 が 強 く， 從 つ て 經 口 投興 す る も有效である と推察 ぜ

られ ろ．

）6de エ ・テ 燭 す る肝 臓 り 態度 1こつ 、
・
て も述べ た い

と思 5．
3．

鋤 瀚 で ・ 嬾 の 動 伽 ら醗 騰 ，・ モ ン 帳 韃
績嫻 錫 欽 第に 礁 隣 う と 共 に ， そ の 血 rPl： ア ソ

チ 凝 モ 鞭 翻 ず る こ と が 知 ら2して ・
・
る．ア ン チ rit　？v

モ ン の 本態 に 關 して は 種 々 の 読 が あ ろ 71；，そ の 内 で も免

疫體或 は これ に 近 い もn とす る説 が 有 力 であ る．ア ソ ヂ

トロ 苹ブ ラ ス トホ ル モ ンに 對す る ア ン チ ホ

ル モ ン の 滔長と沈降反應

　　　（白井 ltt研）　白井貞次郎，宮 本彌幅

H透…嬬誌 　第 4 卷 　第 1號

　
ホ ル モ ソ と 鯉 芟抗體 と D 關係 を 明 ら か に す ろ 目的 で， ト

　
ロ ホ ブ ラ ス トホ ル モ ソ （妊婦尿 ・人 胎 盤 水性 エ キ ス ）を短

　期並 び に 長 期蓮續注 射 し六家兎 に っ い て，注 射中止後 經

　過鎚 つ て・沈降反應 を 行 つ 鴎 ア ン チ ti・ 、旺 ソ の 淌長

　と の 關係 を檢索 け ・・ア ン チ Ttc・・V モ ン t：ma−t る實驗で は

　成績 が 測 定 方法 に 左 右 され ろ こ とが 大 き 」丶　こ の 黜 に考

察 を加 え た b 私 共 の ア ン チ d・・，v モ ン 反應 に よ つ て ア ソ

　 チ ホ ル モ ン を測定 しナ：．

　　家 兎 で は ト ロ ボ ブ ラ ス ト ”t・iV モ y （異種尿性 ・絨毛 性）

　の 連續注 射 に よ つ て 可成 帳 期rem！：rN．つ て ア ン チ ホ ．
、V モ

　
ソ を産生 す る・叉沈降素を も産生 す fi　． しか し妊婦尿 。

　人 胎盤 水性 X キ ス ・純度 を高 ab　tこ人胎 盤 聖性 エ キ ス 等 を

用 い ナ吶 ・ 混在物 が 少 い と考 え ら1，L る ト 。 オげ ラ ス ト ホ

・V モ ン では 沈 降 素 が 出來 難 い ．この 事實は ア ン チ ホ ル モ

ソ 産物 姻 可は 別 と して も， 沸 糠 の 産蜘 こは ホ 、v モ y

　材料 O 純度 が 關與す る と考 え なけれ ばな ら な い ． ト ロ ボ

ブ フ ス 1’　±　」V モ ソ を含 まな い 材料俳 妊嬬尿）鏈 續注射

　して も沈降素丈は 出來 る．蛋 白含有妊嫌尿注 射群 の 一部

　
と人 胎盤 水性 エ キ ス 注射群 では ，沈 降 素を認 めな くな つ

て か ら椥 期 らか に ア ン チ rk・・V モ ソ の み を證肌 アこ．叉

純蹴 胤 瓢 胎盤 雌 エ キ ス 長期注身攤 で は ，ア ソ チ

ホ ル モ ン リ み を 長 期1；亙 つ て 認 め る こ と が 出aSt：．この

r

こ と か ら F ・ ホ ブ ラ ス 除 妊 ン 拮抗作 ノ貶 示すナこめ に

は ・洲 榛 の 存Ee 必 衆 しない こ と rl・91Jる．叉 こ 嗽

降 反 應 は ト．u・rk ブ ラ ス ト m ・ve ソ 1：特異的 に認 肪 れ る

もの で は な い ・以 上 の 實驗結果 か ら一｝thFop素の re生 と ア ソ

チ ・均 レ モ ノ ゆ 産生は そ の 由來 が 別 物であ り，沈降反應 は

「i’　’v モ ソ 自體岫 來 す る もの では な く・ia・ts物 ！：よ 6t の

で あ る と考 えな ければな らな い ．

　
4 ・ 性腺刺戟ホ ル モ ン の 抗ホ ル モ ンに献い て

　　　　　　　　　　　　　　（束大）　柴生田　潤

　
；，〒 妊 聴 持徹 は 間歇的 に｛fimして い う と 之 阪 應

t な V’日欄 覗 られ る こ と が 馳 あ る．これは 所 謂嚇
」L・モ ソ が 形 成 さ れ る か ら で ， ホ ル モ ン の 長 期 使 用 が 汎 用

され て い ろ 今 B そ の 治 療效果 を 妨げ ろ 因子 の
・一

つ と して

欄 題 は 棚 鍾 視 されなけれ ｛fな ら な t・．余 は 拗 質形

廊 隴 性 砂 妙 ら崛 韻 性 抑 モ ソ ・）一つ であ ろ絨
モ 性 ゴ ナ ド ト mEe ン に就 き家 兎排卵作用 を 目標 と 〔．て 本

問題 に就 き實驗 を試 み アこ．

　1・ 實驗 h法 及 び 材 料

　胎 盤 よ IJ純粹に抽出ぜ る 絨毛性 ゴ ナ ド ト ロ ビ ソ 5 〜30
K ・E を體重18°O〜2500gr の 戎熟隶兎 ！二1 日 1 囘 期 又
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